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Eも

吹

音院

県
代

出

私
た
ち
地
元
の
高
校
、
県
立
大
洗
高

等
学
校
(
村
上
和
六
郎
校
長
)
の
吹
奏

楽
部
は
県
内
で
も
そ
の
実
力
に
定
評
が

あ
り
ま
す
が
、
来
る

7
月
却
日
か
ら
8

月
2
日
ま
で
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る
、

第

5
回
全
国
高
等
学
校
綜
合
文
化
祭
に

は
、
茨
城
県
の
代
表
校
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
洗
高
校
は
今
年
で
創
立

8
年
自
を

迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
茨
城
県
の

吾
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
3
度
も
銀
賞
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。

出
場
が
決
定
し
た
吹
奏
楽
部
(
柳
橋

満
部
長
・
部
員

ω人
)
の
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
目
下
、
指
揮
者
有
国
浄
光
先

生
の
指
導
の
も
と
に
、
演
奏
曲
目
で
あ

る
シ
ョ
ス
タ
コ

l
ピ
ッ
チ
作
曲
の
「
祝

典
序
曲
」
と
人
・
リ

i
ド
作
曲
の
つ
イ

ン
。
メ
モ
リ
ア
ム
」
の

2
曲
と
取
組
み
、

本
番
目
指
し
て
連
日
猛
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
宇
。

ま
た
、
今
回
の
全
国
高
等
学
校
文
化

祭
出
場
を
記
念
し
て
、
町
で
の
演
奏
会

を
来
る

7
月
日
目
白
に
磯
浜
小
学
校
体

育
館
で
、
小
中
学
生
と
一
散
の
2
部
に
分

け
て
行
な
う
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

吹
奏
楽
部
員
の
全
員
が
、
日
頃
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
出
来
る
よ
う
、
町

民
の
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し

土
品
ふ
?
。な
お
、
指
持
者
の
有
司
先
生
は
大
洗

町
叫
の
新
名
物
と
な
っ
た
「
荒
磯
太
鼓
保

好
会
」
の
指
揮
者
と
し
て
、
荒
磯
太
鼓

・
怒
涛
太
鼓
な
ど
幾
つ
か
の
勇
壮
な
レ

パ
ー
ト
リ
ー
曲
を
作
曲
・
指
崎
押
さ
れ
、

学
校
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
と
じ
て
保
存
し
一
ふ
し
よ
う
V

去
る
6
月
初
日
出
午
後
1
時
、
役
場

玄
関
前
で
緑
十
字
(
医
療
用
)
の
マ
ー

ク
の
入
っ
た
「
ニ
ュ
ー
カ
|
」
の
贈
呈

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
加
藤
病
院
(
磯
浜
町
一

O
九

七
番
地
)
の
加
藤
理
院
長
が
公
用
率
と

し
て
お
役
立
て
下
さ
い
。
と
、
町
に
寄
贈

さ
れ
た
寧
輔
で
、
車
種
は
ニ
ッ
サ
ン
グ

ロ
リ
ア
パ
ン
二

0
0
0
∞
エ
ア
コ
ン
付

デ
ラ
ッ
ク
ス
(
一
、
六
二
一
一
、

0
0
0
円

相
当
)
の
新
鋭
車
で
す
。

贈
呈
式
は
加
藤
先
生
か
ら
竹
内
前
長

に
事
の
、
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
、
引
き
続
い

て
同
病
院
の
中
山
幸
子
さ
ん
か
ら
運
転

を
担
当
す
る
町
職
員
に
、
ま
た
、
前
の

女
子
職
員
か
ら
加
藤
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ

花
束
が
贈
ら
れ
、
こ
れ
を
見
ま
も
る
人

達
の
感
謝
の
拍
手
の
う
ち
に
式
を
閉
じ

斗ま
i
レ
h
~

。

町
で
は
早
速
、
衛
生
課
所
属
の
公
用

車
と
し
て
予
防
接
撞
、
検
診
、
結
核
予

防
、
緊
急
用
等
の
保
健
業
務
に
幅
広
く

領
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
一
段
と
業
務
に
機
動
力

を
増
し
、
前
民
の
健
康
増
進
に
大
き
な

効
果
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

歳
時
記

夏
の
夜
、
風
呂
あ
が
リ
の
縁
側
で
夕
涼
み
と
く
れ

ば
、
欠
か
せ
な
い
の
が
風
鈴
で
す
。

家
の
軒
先
や
縁
側
に
つ
る
さ
れ
て
涼
し
げ
な
音
を

た
て
る
風
鈴
は
、
古
く
は
仏
教
と
と
も
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
酔
歓
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す。
は
じ
め
は
、
主
に
上
万
の
商
家
が
肩
先
に
飾
っ
て

立
日
を
聞
か
せ
、
お
答
に
風
を
感
ー
し
さ
せ
る
サ
ヒ
ス

用
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
広
い
武
家
屋
敷

に
は
あ
ま
リ
用
い
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
庶
民
に
親
し

ま
れ
て
、
江
戸
時
代
は
虫
売
リ
な
ど
と
と
も
に
、
風

鈴
売
り
は
夏
の
風
物
詩
の
代
表
と
な
リ
ま
し
た
。
な

か
に
は
琴
の
よ
う
な
妙
音
を
出
す
も
の
も
あ
り
、
風

モ一一今宮
干
と
も
よ
ば
れ
ま
す
。



L、らお (2) 第115号

去
る

5
月
初
日
、
役
場
庁
舎
玄
関
前

で
、
一
人
の
町
民
の
方
が
黙
々
と
植
込

み
の
努
定
作
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
し

た
こ
の
方
は
榎
本
正
七
附
さ
ん
(
機
浜

町
揃
)
で
、
潟
市
苧
で
役
場
に
く
る
た
び

に
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
見
苦
し
く

な
っ
て
い
る
玄
関
前
の
植
込
み
が
気
に

な
り
、
一
つ
自
分
の
手
で
き
れ
い
に
し

よ
う
と
思
い
た
ち
、
奉
仕
作
業
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
作
業
は
却
・
紅
白
の
問

日
に
ま
た
が
り
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り

き
れ
い
に
な
っ
た
庭
木
を
前
に
、
「
こ

れ
か
ら
は
毎
年
奉
仕
作
業
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
出
来
れ
ば
秋
に
も
う
一
回
手

入
れ
を
し
た
い
。
」
と
、
榎
本
さ
ん
は

共
茂
木
@

笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
本
当

に
御
苦
労
様
で
し
た
。

お

推

進

員

県
農
業
共
済
連
合
会
長
表
彰

昭和56年ブ月 1日

農
家
の
共
済
事
業
の
一
つ
で
あ
る
建

物
共
済
は
圏
の
農
業
災
害
補
償
法
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
推
進

に
あ
た
っ
て
、
駅
間
推
進
員
の
茂
木
隆
樹

制
さ
ん
(
大
震
町
蹴
)
・
石
田
精
一
一
附

さ
ん
(
大
震
町
加
)
の
お
一
一
人
が
、
推

進
成
績
が
優
秀
に
よ
り
、
こ
の
た
び
、

茨
城
県
共
済
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
、

去
る

6
月

6
司
、
竹
内
町
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
済
制
度
を
活
用
し
、
一
軒
で

も
多
く
の
農
家
が
建
物
共
済
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
万
一
の
災
害
時
に
大

き
な
救
い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

内

反
前
区
長
大
山
田
升
附
さ
ん
(
磯
浜
町
側
)

に
竹
内
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

大
山
さ
ん
は
新
町
六
区
の
初
代
区
長

と
し
て
今
年
一
月
に
辞
す
る
ま
で
、
長

い
問
、
地
域
住
民
に
対
す
る
行
政
の
推

進
、
福
祉
の
向
上
に
つ
と
め
ら
れ
、
特

に
町
内
の
環
境
美
化
推
進
運
動
で
は
常

に
卒
先
、
清
掃
活
動
に
励
ま
れ
、
地
域

の
環
境
衛
生
向
上
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
席
上
、
新
町
地
灰
一
美
化
推
進
協

議
会
(
村
岡
雄
一
会
長
)
か
ら
も
感
謝

状
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
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や
り
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。
手
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
ら

f
…

…
一
わ
だ
し
た
ち
の
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ
怠
人
濁
の
あ
つ
ま
り
で
あ
一
ま
た
、
壁
呂
状
態
に
も
い
ろ
か
け
て
く
れ
る
よ
っ
に
、
あ
ら
か
…

一

一

り

、

人

は

み

な

お

互

い

に

助

け

合

っ

て

生

念

て

い

る

の

で

す

。
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1
聞

く

一

い

ろ

あ

り

、

た

と

え

ば

階

段

を

上

じ

め

一

言

っ

て

お

く

と

よ

い

い

+

「
l

i

l

l

-
障
害
者
と
と
も
に
⑧
i

l

|
一

る

場

合

、

腕

を

貸

せ

ば

上

れ

る

人

、

ぅ

。

…

…

同

じ

仲

間

と

し

て

い

れ

ド

リ

uhuλ
目

立

川

同

日

λ
日

日

目

安

全

第

一

を

事

え

て

…

一

歩

行

や

姿

勢

の

バ

ラ

ン

ス

が

と

一

は

そ

れ

と

な

く

見

守

っ

て

く

れ

て

ス

が

あ

り

ま

す

。

一

般

的

に

手

足

の

不

自

由

な

人

司

一

れ

な

い

と

い

っ

た

体

の

不

自

由

な

叫い
る
方
が
あ
り
が
た
い
場
合
が
多
で
す
か
す
、
養
意
か
ら
出
た
わ
が
閤
る
の
は
、
天
候
の
惑
い
日
で
も

一

部

分

に

の

み

と

ら

わ

れ

て

い

て

は

、

一討
議
議
議
議
選
議
議
選
議
議
議
議
た
し
た
ち
の
お
手
伝
い
も
、
結
果
す
。
雨
の
目
、
風
の
強
い
日
、
雪
一

一

手

足

の

不

自

由

な

人

と

の

相

互

交

議

総

ぷ

騒

際

機

騒

iZ3jiisjti;ijzg

的
に
は
一
方
的
な
押
し
つ
け
に
な
の
日
な
ど
は
、
か
さ
は
さ
せ
な
い
、
一

…
流
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

足
も
と
は
滑
り
や
す
い
、
そ
の
た
一

山

手

足

の

不

自

由

な

状

態

、

豆

前

田

稔

J
ず
乙
覧
車
場

F

Z
語
江
草
ヤ
ノ
為

3
E母
af
〉

一

生

活

で

の

耳

障

害

を

克

服

し

ま

監

し

院

趨

鱗

し

盟

諸

問

τ

2

2
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
倒
…

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
-

…
ょ
う
と
努
力
す
る
姿
勢

l
i
な

ぞ

…

い

よ

う

で

す

。

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

気

を

つ

け

な

日

は

、

と

く

に

気

を

つ

け

て

あ

一

…

を

、

ふ

だ

ん

の

接

触

を

通

し

て

理

一
と

い

う

の

も

、

手

足

の

不

自

由

ま

し

ょ

う

。

げ

ま

し

ょ

う

。

一
解
し
、
介
助
の
仕
方
を
覚
え
て
い
一

な
人
は
、
わ
た
し
た
ち
が
す
る
方
介
助
す
る
場
合
は
、
ま
ず
、
ど
ま
た
、
衆
り
物
の
中
で
も
、
た
一

一
く
こ
と
が
、
手
足
の
不
自
由
な
人

e

法
と
は
違
っ
た
や
り
方
で
、
い
ろ
う
し
た
ら
よ
い
か
本
人
の
意
向
を
い
へ
ん
不
自
由
な
患
い
を
し
て
い
一

一

と

の

交

流

を

深

め

る

上

で

大

切

な

苧い
ろ
な
こ
と
を
行
、
っ
場
合
が
あ
る
闇
聞
き
、
障
害
の
稜
皮
に
応
じ
た
適
ま
す
。
電
車
や
パ
ス
な
ど
で
は
ブ
ン
叫

一
こ
と
で
す
。

F

か

ら

で

す

。

切

な

配

慮

が

必

婆

で

す

。

ル

パ

l

-

シ
ー
ト
u

で

な

く

て

も

一

…

避

け

だ

い

善

意

の

押

し

つ

け

こ

と

に

、

障

害

の

多

い

人

ほ

ど

パ

テ

ィ

で

一

緒

に

な

っ

た

り

、

席

を

ゆ

ず

る

よ

つ

に

し

た

い

も

の

…

一
手
足
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
と
そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ
て
独
自
の
共
に
仕
事
を
す
る
よ
う
な
場
合
は
で
す
。

副

幹

事

国

山

雄

一

り

ま

す

。

会

計

大

谷

正

明

O
昭
和
田
年
7
月
1
日
以
降
の
取
得
の

副

会

計

野

本

信

一

二

も

の

か

ら

(

住

宅

に

限

る

)

現

行

の

テ
l
ル
ツ
え
タ
l
千

葉

福

男

三

五

O
万
円
か
ら
四
一
一

O
万
円
に
引

磁
ア
l
ル
ツ
イ
ス
タ
l
綿

貫

資

倍

き

上

げ

に

な

り

ま

す

。

ライ
Z
T
1
7
i
沼

山

尚

弘

た

だ

し

土

地

、

住

宅

等

を

取

得

し

た

町
田
ブ
イ
オ
ン
テ
i
了

高

須

保

と

き

に

、

そ

れ

ぞ

れ

経

過

措

置

が

あ

り

一

年

理

事

吉

川

博

ま

す

の

で

、

く

わ

し

く

は

役

場

税

務

課

H
H

鶴

田

勝

明

又

は

県

税

事

務

所

ま

で

お

た

ず

ね

下

さ

二

年

理

事

大

賞

明

男

い

。

H
H

高

村

和

幸

会

計

監

査

川

崎

実

行

川

藤

枝

護

職
業
奉
仕
者
を
表
彰

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

日
頃
、
各
種
奉
仕
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
大
洗
ロ

l
タ
リ
ク
ラ
ブ
(
石
井
藤

吉
郎
会
長
・
会
員
位
名
)
で
は
、
去
る

5
月
お
日
、
ク
ラ
ブ
例
会
の
席
上
で
、

町
内
に
職
場
を
も
っ
職
業
奉
仕
者
に
対

し
て
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
の
職
場
で
永
年
に
一
旦
っ

て
一
意
専
心
そ
の
職
に
励
ま
れ
、
他
の

模
範
と
な
ら
れ
た
人
々
が
受
賞
し
、
石

井
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
庄
司
弘
雄
さ
ん
磯
浜
小
学
校

大
菌
サ
ク
さ
ん
大
生
委
ホ
テ
ル

11 

1981 

1982 
年
度
役
員
改
選

大

洗

a
iタ
リ

i
ク

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

川

上

副

会

長

小

松

崎

幹

事

雨

津

副

幹

事

中

川

s
-
A
-
A

山

副
S
圃

A
-
A

木

会

計

翼

理

事11 

ロ
斗

1
↓
小
e
沢

川

上

EP
公
崎

ノ

t
q
t

高

崎

中

川
山

崎

小

泉
佐

藤

11 11 11 11 

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

雨

津

前

会

長

川

崎

第

一

副

会

長

岸

根

第
二
副
会
長
終
一
日

第

三

副

会

長

高

木

幹

事

自

問

i是健 潤誠三Zf変悌光 i盆潤久壬玄俊
太正
弘郎 一寿 彦一雄康一夫 彦

一一直康光利
回

郎郎人郎康夫

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
と
き
は
、

取
得
の
白
か
ら
伺

B
以
内
に
「
不
動
産

取
得
申
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
要

件
を
満
た
し
て
い
て
も
特
別
控
除
の
怠

典
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
前
に
も
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
更
に

つ
ぎ
の
よ
、
つ
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

O
昭
和
田
年
7
月
1
日
以
降
の
不
動
産

の
取
得
か
ら
税
率
が
3

一
川
か
ら
ム
削
に
な

一
、
雑
布
石
川
枚

水
戸
市
文
化
福
祉
会
内

ハ什へ
H

会
代
表
伊
勢
山
信
江
殿

祝
町
小
学
校
と
夏
海
小
学
校
へ

清
掃
用
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
図
書
引
出
品
川

社
罰
法
人
倫
理
研
究
所

大

洗

地

民

代

表

関

根

厚

殿

大
洗
巡
回
文
庫
用
図
書
と
し
て

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
五一
人
当
り
年
時
一
六
六

0
0
0
開

お
年
寄
り
の
医
療
費
は
、
年
々
大
き
な
額
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

お
年
寄
り
の
医
療
費
は
、
一
人
当
り
平
均
で
、
年
間
一
ニ
六
五
七
二
八
円
か
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
お
年
寄
り
以
外
の
人
の
四
・
六
倍
に
あ
た
り
、
会
体
の
費
用

の
は
ほ
一
一
一

O
%が
、
お
年
寄
り
の
医
療
費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
年
度

は
七

O
オ
以
上
の
お
年
寄
り
一
三
四
八
人
が
老
人
医
療
費
無
料
化
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
本
人
は
、
お
金
を
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
へ
、
一
円
も
支

払
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
り
そ
の
費
用
は
国
と
県
と
前
と
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
と
で
支
払
っ
て
お
り
、
医
療
費
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
必
ず
何
に
か
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
医
療
費
無
料
化
的
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
「
タ
ダ
」
だ
と
感
遠
い
し
て
家
族
の
者
が
、
お
年
寄
り
を

健
康
保
険
か
ら
ぬ
い
て
し
ま
う
と
、
医
療
費
は
全
額
自
費
と
な
り
、
時
に
は
何

十
万
円
も
自
分
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。
お
年
寄
り
に
、
い
ち
ば
ん
必
要
な
の
は

周
囲
の
も
の
が
、
お
年
寄
り
の
健
康
状
態
を
正
し

く
知
っ
た
う
で
、
そ
の
日
常
生
活
を
あ
た
た
か
く

気
を
配
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。
保
険
証
を
渡

す
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。
み
ん
な
で
お
年
寄
り
に

合
っ
た
仕
事
や
奉
仕
活
動
を
し
て
も
‘
匂
っ
た
り
、

軽
い
運
動
や
趣
味
を
通
じ
て
お
年
寄
り
が
生
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
、
つ
配
慮
し
て
あ
げ
ま
し

ト
品
、
寸
ノ
。

福
祉
涯
療
と
は

O
オ
児
、
母
子
家
庭
の
母
子
、
重
度
心
身
障
答
者
、
七

O
才

以
上
の
所
得
制
限
該
当
者
の
老
人
、
が
医
療
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

五
十
五
年
度
は
八
四
七
人
が
、
福
祉
医
療
無
料
化
の
対
象
と
な
り
一
人
当
り

年
間
一
五
九
四
六
九
円
か
か
り
ま
し
た
。
本
人
は
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
へ
、

一
円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
代
り
、
県
と
釘
と
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
と
で
、
医
療
費
を
支
払
っ
て
お
り
何
に
か
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
な
け

れ
ば
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
老
人
及
び
弱
年
度
係
⑬
医
療
費
支
払
実
績
額
(
費
用
額
)

福
祉
医
療
無
料
化
の
制
度
は
、
四
八
年

一
月
に
発
足
し
今
日
ま
で
、
受
給
者
の

方
々
の
健
康
の
保
持
増
進
と
生
活
の
安

定
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

五
十
五
年
度
は
医
療
費
総
額
六
億
二

十
八
百
万
円
程
か
か
り
ま
し
た
。
受
給

者
別
に
支
払
実
績
を
別
表
に
表
わ
し
て

み
ま
し
た
。

な
お
骨
⑥
医
療
と
も
七
月
一
日
よ
り

受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
更
新
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
国

保
係
で
更
新
し
て
下
さ
い
。
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
時
は
、
必
ず
、
保
険
証
、

受
給
者
証
、
ピ
ン
ク
の
用
紙
(
福
祉
医

療
の
み
)
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

十
一
人
当
り

一
眼
療
費
一
五

0
0
0
円

受給者[正分 受給者数 i長擦代支払制 対面I年比 左人右巧、制り 可さ1ん111才;1'カ故う
7打J ったiに口i

主 人 1
Iぱ ~93 ， OOI ， 988向 110.3 %制 728円 12，4@l 

。 オ tノ円υ 249 18，620，393 77，8 i 74，781 IL4 
母子家庭内母子 419 27，360，393 98，6 65，299 5，8 

ヴ"主心身障害者 118 65，955，410 137，j 1558，944 8，7 

老人(所得制限者) 61 23，134，033 135，1 379，246 10，0 

員十 2，195 間，072， 286，138 10.9 

む才児と母子の医療費の伸びは島 ηませんが、老人、愛度'じ身障害者の医療費

が前年度と比べると大きな伸びを示しています
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坂本婦人部長@錨人表彰を併せ受

t"" 

去
る
6
月
日
目
、
東
京
・
サ
ン
ケ
イ

会
館
大
ホ

l
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
商
工

会
青
年
部
・
婦
人
部
会
国
組
織
化
日
周

年
記
念
表
彰
式
典
の
席
上
、
当
町
商
工

会
婦
人
部
(
坂
本
つ
や
子
部
長
・
部
員

山
名
)
が
全
国
商
工
会
婦
人
部
連
合
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
更
に
、
坂
本
部
長

が
個
人
表
彰
を
受
け
る
ニ
柔
の
栄
誉
を

担
わ
れ
ま
し
た
。

当
婦
人
部
は
創
設
以
来
六
年
を
経
過

し
、
今
日
に
五
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

間
、
部
活
動
と
し
て
個
有
の
事
業
は
も

と
よ
り
、
併
行
し
て
商
工
会
の
全
体
事

業
に
対
し
て
も
常
に
側
面
か
ら
支
援
し
、

文
字
ど
お
り
か
内
助
の
功
。
的
な
役
割

を
精
力
的
に
果
た
さ
れ
、
大
き
な
成
果

を
収
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
実

績
が
広
く
認
め
ら
れ
、
全
国
表
彰
の
被

自
体
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
。

表
彰
式
典
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
記

念
講
演
会
で
は
福
田
赴
夫
前
総
理
の

H

世
界
の
市
?
の
日
本
。
と
題
す
る
講
演

が
あ
り
、
こ
の
中
で
、
数
戦
か
ら
立
直

り
今
日
世
界
の
経
済
一
等
国
に
ま
で
発

展
成
長
し
た
日
本
、
そ
れ
は
日
本
人
の

勤
勉
性
、
教
育
の
普
及
に
併
せ
て
、
中

小
企
業
の
振
興
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
商
工
会

も

と'$;l1Z::';

区
塾長奉

第115号(3) 

で
あ
る
旨
を
強
調
し
、
商
工
会
活
動
を

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
町
後
坂
本
つ
や
子
部
長
は
栄
誉
を

象
徴
す
る
大
き
な
メ
タ
ル
を
胸
に
「
私

た
ち
婦
人
部
は
結
成
以
来
、
部
員
の
皆

さ
ん
が
一
致
協
力
し
、
独
自
事
業
に
、
会

の
支
援
事
業
に
、
と
地
道
な
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
今
回
、
全
国
表
彰
と

い
う
晴
れ
が
ま
し
い
結
果
に
つ
な
か
っ

た
こ
と
は
部
員
一
同
の
今
後
の
励
み
に

も
な
り
大
変
践
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
商
工
会
法
の
改

正
法
案
の
中
で
も
、
婦
人
部
の
位
霞
つ

け
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
一
層
の
責
任
の
重
一
さ
も

感
じ
ま
す
。
婦
人
部
の
一
層
の
発
展
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
L

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

春
季
町

野
球
大
会
熱
戦
争
}
展
開

町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
親
睦
を
図
り
、
地
域
に
住
む
人
達

の
連
帯
を
深
め
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る

春
季
町
民
野
球
大
会
も
第
六
回
を
迎
、
え

去
る
5
月
刊
日
よ
り
6
月
7
日
迄
、
町

内
各
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
総
勢
泊
チ

i
ム
が

参
加
し
、
問
の
た
め
延
期
さ
れ
た
試
合

は
ナ
イ
タ
ー
試
合
を
行
、
つ
な
ど
し
て
、

終
始
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

最
終
日
の

6
月
7
日
は
、
準
決
勝
と

決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
白
山

自
工
チ
ー
ム
が
優
勝
の
栄
誉
を
か
ち
と

り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
白
山
自
工
チ

l
ム
は
、
県

民
総
合
体
育
大
会
東
茨
城
郡
大
会
の
出

海
水
浴
期
を
迎
え
て

対
策
会
議
を
開
ら
く

今
年
も
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
訪
づ
れ
る
観
光
客
の
受

入
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
去
る
6
月
日

日
に
曲
松
公
民
館
に
於
い
て
町
内
関
係

者
が
集
ま
り
、
夏
期
対
策
会
議
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
協
議
さ
れ
た
、
玉
な
事
演
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。
海
水
浴
場
の
期
間

7
月
刊
B
1
8
月
初
日

O
海
開
き

7
月
刊
日
(
金
)

O
海
水
浴
場
の
施
設
・
人
員
艶
置
等

O
海
水
浴
場
の
範
囲

大

洗

大

洗

茨

交

ビ

l
チ
パ
レ
ス

下
よ
り
や
ぐ
ら
下
ま
で

磯
浜
・
大
震
旧
東
提
よ
り
砂
防
提
南
制

M
ま
で

O
遊
泳
禁
止
区
域
・
注
意
看
板
設
置

や
ぐ
ら
下
1
水
族
館
下

港
湾
区
域
(
旧
東
捻
付
近
)

夏
海
1
北
清
水

O
海
水
浴
場
内
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
-

た
き
火
等
の
規
制

O
海
岸
清
掃

O
有
料
駐
車
場
(
有
料
期
間
活
j
v
m
)

大
洗
都
市
公
盟

観
光
案
内
所
脇

磯
浜
海
岸
(
役
場
下
)

大
洗
観
光
ホ
テ
ル
下

大
黄
海
岸
、
大
賞
プ

i
ル
跡

は
ま
ざ
く
荘
下
駐
車
場

O
交
通
規
制
、
対
策
に
つ
い
て

昨
年
同
様
に
交
通
規
制
を
笑
施

こ
の
ほ
か
、
防
犯
、
海
岸
警
備
、
水

難
事
故
防
止
、
食
品
衛
生
、
環
境
衛
生
、

海
上
保
安
、
海
水
浴
客
の
輸
送
計
画
、

海
岸
清
掃
等
に
つ
い
て
、
警
察
、
保
安

部
、
保
健
所
、
茨
城
交
通
等
各
関
係
者

か
ら
説
明
が
あ
り
、
町
内
関
係
者
の
方

方
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、

有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

快
適
な
夏
を
充
分
に
楽
し
む
た
め
に

も
、
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
し
清

潔
で
明
る
い
町
、
つ
く
り
を
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。

場
言式才雀

1) ヤ -A準優会長
金{愛。士
勝勝果獲

は得i

良 次し
グコま

パンニ立けツ消日通し
ノノ〆 りた
防山明。

ファイアーズ よ
部本自ヲ。

部工
オールグリーン

ダークホース

トッドソックス

若

{言予言

。

本

潮 イ回三
!打敢最人

トロングナインス 高賞 位

ニュースターズ撃斗2
続賞賞手

賞

第

海
岸
病
院

達

郎

会管回 j栄

Bi谷山作

潮惣義
衛武人

E明

岸

梶間工務 m

ラテ

病

友手五

7高

予主

;毎

4 

6 

5 

フェニックス

エ

、y

策和クラブ

ヤンキーズ

団

ダイアモンス

自

巴y

分

屋

メ

新

コ

去
る
6
月
5
日
か
ら
8
B
ま
で
、
恒

例
の
J
c
っ
き
。
の
展
示
会
が
、
青
年

研
修
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
洗
町
さ
っ
き
悶
好
会
(
海

老
沢
好
一
会
長
・
会
員
叩
名
)
の
み
な

さ
ん
が
、
日
頃
丹
精
を
こ
め
て
愛
培
管

理
し
た
、
色
と
り
ど
り
の
ご
白
漫
の
「
さ

っ
き
」
(
出
品
鉢
数
回
点
)
を
持
ち
よ

り
そ
の
美
し
さ
を
競
っ
た
も
の
で
す
。

入
賞
者

。
競
技
花
(
福
寿
)
の
部

町

長

賞

米

川

会

長

賞

鴨

川

O
小
論
の
部

教
育
長
賞

。
大
中
論
の
部

町
議
長
賞

町
観
光
協
会
長
賞

。
若
木
樹
形
の
部

海
老
沢

稲荻
野
i互沼

立青 {言
立子喜

j青
平

直日

i先

ダ

i先

ス

エ

エ

業

イーグルス

ナ

大

大

出
国

産

自

燃

)j" 

研

陽

ビ

井

山

達

ガ

動

原

;酉

常

田

商

工

会

長

賞

鈴

木

利

哉

月
刊
さ
っ
き
研
究
社
員
鴨
志
田
和
市

ま
た
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で
も
役
場

職
員
の
盆
哉
愛
好
会
に
よ
る
「
さ
っ
き

展
」
が
行
な
わ
れ
色
あ
で
や
か
に
咲
き

誇
る
サ
ツ
キ
が
、
来
庁
者
の
自
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

若フラックホーカス

。
国
民
年
金
の
保
険
料
は

も
う
納
め
ま
し
た
か

由
民
年
金
の
曲
、
六
月
分
の
第
一
期
分
の
保
険
料
は
、
も
う
納
め
ま
し

た
か
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
病
気
や
ケ
か
等
で
隊
答
者
に
な
っ
た
と

き
や
不
撃
に
し
て
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
障
害
年
金
や
母

子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
老
齢
年
金
か

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、
一
一
年
前
の
分
で
あ
れ

ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
納
付
蓄
が
別
に
な
り
ま
す
の
で
役
場
年
金
係
で
新
し
く
納
付
書

を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
、
水
戸
社
会
保
険
事
務
所
に
直
接
納
め
る
か
、
あ
る
い

は
、
最
寄
の
郵
便
局
か
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
お
て
も
と
に
あ
る
納
付
書
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

万
一
、
納
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
す
く
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

l
u
v
 。

誕

同
月
に
は
騒
を
提

ー
レ
キ
?
し
ょ
、
っ

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
現
況

屈
の
提
出
時
期
は
去
年
よ
ザ
誕
生
月
に

変
わ
り
ま
し
た
。

悶
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
住
所
、

生
存
の
確
認
の
た
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
現
況
届
の
提
出
時
期
が
去

年
の
四
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
生
ま
れ
た
月
に
関
係
な
く
、
毎
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
去
年
か
ら
誕
生
日
の
月
末
ま
で
に
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
変
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
七
月
生
ま
れ
の
方
は
、
七
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
況
腐
は
、
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
い
か
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

そ
の
現
況
届
を
提
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
年
金
の
支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
況
屈
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直

接
、
本
人
あ
て
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
必
要
な
事
項
を
書
い
て
、
役
場
住
民
課

窓
口
で
証
明
を
受
け
て
社
会
保
険
庁
へ
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
の

も
し
、
現
況
屈
の
用
紙
を
な
く
し
た
り
、
未
策
の
と
き
は
、
役
場
年
金
係

(
電
話
(
七
)
五
一
一
一
内
線
五
三
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



(4) 

茨
城
県
職
員
中
級
・
初
級
、
市
町
村

立
小
中
学
校
職
員
、
茨
城
国
市
讐
祭
官
の

採
用
試
験
の
臼
程
は
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。
受
験
申
込
用
紙
は
茨
城
県
人
事

委
員
会
事
務
局
(
一
士
三

O

水
戸
市

楽

し

さ

本

一

大
洗
水
族
館

第115号

こ
れ
は
、
国
際
児
童
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
「
海
の
こ
ど
も
の
国
」

に
燥
が
増
築
し
て
い
た
も
の
で
、
氾
水

族
館
と
合
せ
る
と
総
床
面
積
が
五
九
ニ

田
市
町
に
及
ぶ
臼
本
で
も
指
折
り
の
も
の

で
す
。
一
般
公
開
は
七
月
二
回
8
か
ら

で
す
。イ
ル
カ
シ
ョ
ウ
、
大
円
柱
水
槽
、
巨

大
魚
水
槽
な
ど
、
新
し
い
分
野
へ
の
開

拓
と
研
究
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
さ
ん

に
は
興
味
の
尽
き
な
い
コ
ー
ナ
ー
が
い

っ
ぱ
い
。
錦
育
展
示
さ
れ
る
魚
は
三
五

O
種
、
一
五

0
0
0尾
に
も
の
ぼ
り
ま

す
。
同
じ
敷
地
内
に
は
大
洗
海
岸
プ
ー

ル
(
別
料
金
、
オ
ー
プ
ン
期
間
七
月
一

日
j
八
月
一
一
一
一
日
)
も
あ
り
、
今
年
の

夏
は
子
ど
も
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
ぜ
ひ

お
で
か
け
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
o

v主
な
施
設
内
容
H
イ
ル
カ
シ
ョ
ウ
・

島市も

i
ア

日
本
初
の
イ
ン
ド
ア
方
式
に
よ
る
調
教

が
行
わ
れ
る
⑧
大
円
柱
水
槽
・
サ
パ
の

大
群
回
一
一
一

0
0
0尾
が
遊
泳
す
る
@
巨

大
魚
水
槽
・
淡
水
魚
で
は
一
番
大
き
い

ア
マ
ゾ
ン
産
の
ピ
ラ
ル
ク
(
成
魚
で
三

メ
ー
ト
ル
)
が
泳
ぎ
ま
わ
る
⑧
知
能
指

数
実
験
水
槽
・
小
魚
類
の
な
か
で
比
較

的
知
能
の
す
ぐ
れ
て
い
る
イ
シ
タ
イ
、

モ
ン
ガ
ラ
カ
ワ
ハ
ギ
な
ど
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
演
技
を
展
開
す
る
⑧
餅
を
与
え
て

み
ま
シ
ョ
ウ
・
銀
鱗
を
躍
ら
せ
る
一

0

0
0尾
の
イ
ワ
シ
の
群
れ
に
、
柑
聞
が
与

、
え
ら
れ
る
。

V
料
金
引
大
人
(
高
校
生
を
含
む
)

九

O
O円
小
中
学
生
・
四
五

O
円

幼

児
・
ニ

O
O円
※

料

金

は

予

定

す
問
合
せ
先
日
大
洗
水
族
館
(
電
話
。

二
九
二
六
j
七

i
五
一
五
一
)

茨
城
県
職
員
、
県
警
察
官
等
採
用
試
験
案
内

通うおお

三
の
丸
一
tili--ι

五
一
一
一
八
)
に
公
告
日
以

降
用
意
し
て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
の
場

合
は
封
筒
に
試
験
名
を
朱
書
し
、
宛
先

明
記
の
六

O
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

試験の名称 品世 種 受験資格 公告 E
申込 第 l次
受付期間 試験日

茨 昭和29年4月2Bから
城 中級 事務 昭和37年4月1Bまで
i果 に生まれた者 8月24日
職

採長 昭和35年4月2Bから 7月1日
10月18B

用 初級
事務A 事務B.林業 昭和39年4月1日まで 9月7B 

試 水産・土木 交通巡祝艮 に生まれた者(事詩BII
験 男子、~i1!ij革関員 11ft!のみ)

市校
昭和29年4月2Bから

町村1員故
中級 栄養士 昭和37年4月1日まで

に生まれた者
立採 間i 上 伝1 上 同 k 
小舟

事務出品目

昭和35年4月2司から
中試 初級 昭和39年4月1日まで
学験 に生まれた者

茨

(ーで)
第1凶 昭和29年4月2Bから 6月10日

7 fll B 
8月4B 

-28日
域 A和57年3月大学 ト一一一一一 ag和35年4月1Bまて
県 業見込みの者 第2回 に生まれた男子
!，tr'f 

〆'fi.. 刀入

昭和2~年 4 月 2 日から 10月1日
{ 討
B (A以外的者) 昭和39年4月1日まで

Hi に生まれた男 f
8月18日 II月8日

用 -28日

i式 昭和32年4月2日から

験 c (婦人野察官) 昭和39年4月l自まで

に生まれた11::("

昭和56年7月1日

詳
し
く
は
防
委
員
会
事
務
局
(
電
話
口
一
一
九
二
一
一
一
1
八
一
一
一
内
線
九
五
七
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
の
予
算
の
大
部
分
が
税
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
税
務
職
員
は
こ
の

冨
家
財
政
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

合
格
者
は
一
年
間
税
務
大
学
校
で
研

修
を
受
け
、
各
地
の
税
務
議
へ
配
属
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
を
通
じ
て
豊
か
な
知
識

と
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
あ
な
た
も
税
務
職
員
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
ノ

ー
、
受
験
資
格

昭
和
初
年
4
月

2
aか
ら
昭
和
四
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

2
、
申
込
受
付
期
間

7
月
8
日
附
i
7
月
口
日
幽
ま
で

3
、
第
i
次
試
験

試
験
日
叩
月
4
日
同

試
験
地
水
一
戸
、
土
浦
外
日
ヵ
所

4
、
第
ー
次
試
験
合
格
者
発
表

相市/11， JJsfiiJJlIのほか大小の甜池、用水期

カ5たくさんあります。

01奴池や"1なと、危ない埼所へ f供ひとり

ではやらない。

0 危右 L、場所で遊んでいる子供を見かけた

句、たとえしらない子供でも

声かけて詑立しましょ h

集

に

つ
し瓦

て

日
月
4
日
同

5
、
第
2
次
試
験

日
月
中
旬
か
ら
日
月
下
旬
ま
で
の
間

の
1
口
μ

6
、
最
終
合
格
者
発
表

ロ
月
幻
日
川
川

7
、
採
用
内
定
通
知

ロ
月
下
旬

8
、

採

用

臼

昭
和
町
年
4
月
1
日

9
、
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

人
事
院
関
東
事
務
局

字
削
千
代
田
医
大
手
町
1
i
3
1
3

大
手
町
合
同
庁
合
第
3
号
館

T
E
L
0
3
1
2
1
4
1
6
2
1
 

※
詳
し
い
こ
と
は
水
戸
税
務
箸
総
務
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
o

T
E
L
0
2
9
2
3
1
4
2
1
1
 

立はパイク町季節でれでもれイクの托亡 J>故カリ、えています。
。バイクに来るときは、:忘れずにヘルメ"Iをか h ろう。

0突きむでは 必勺す 時停止を励行しよう。

0法定速度を守ろう。運転はつねにマイベ スで。

0ほカ向車か句見えやすいところを走ろうロ

0*輪 ブレーキー灯火、つねに点隣接備をお'&;-:;/Lなく。

こんなときには、嬰並立一

01服装を討にしたり、 71~i 方が普通でなくなる。

C 言撲がf，L換になり うそをつくようになる。

0お金を強くねたーったり、金11:'，、が荒〈なる。

Ol!-棋断外泊や 夜遊びカ多くなるロ

0学校や職場を、理由な〈体むよつになる。

水戸警察署

昭
和
五
十
六
年
用
お
年
五
っ
き
年
賀

は
が
き
の
お
年
五
賞
品
の
引
換
え
は
、

七
月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
賞
品
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓

口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
一
一
等
及
び
四
等
の
お
年
五
賞
口
聞

は
、
御
希
望
に
よ
り
、
年
貨
は
が
き
の
く

じ
青
す
印
刷
部
分
を
切
り
取
B

わ
な
い
で
受

人権
法務

畿とき 7月23毘{木)
午前日時~午後3時

(無料)
ヨぅ

領
証
に
よ
っ
て
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ρ
O

内

b

2

1

3

 

Q
U

にひ

A
V

ワ臼

P

O

Q

d

勺

4

4

A

勺

4

1

i

Q

υ

A

苛

ハ
h
U

「
0

1

4

ハu
q

d

Q

U

ーょっ
U

Q

り

つ

ム

ヮ

、

υ

氏
υ

A
佳
ヴ
，
o

勺
/

p
b
o
o

、J
，

、

/

、
j

J

1

ノ

η
r
ん
に
d

旨

-

一

一

一

司
/
ハ
h
U

ナ

ム

ナ

ム

ナ

ム

ナ

ム

5

9

3

f

十

け

ナ

F

O

:

J

e

》

、

、

，

，
d

m
山

通

f

通

f

前

一

仁

通

れ

9

上
、
下
上
、
下

L
E

、

七

5

1

r

f

k

j

r

f

k

オ
J
f
k
土
/
r
t

等

組

等

組

等

組

等

級

1
組

B

2

級

B

3

B

4

B

@

A

A

@

A

A

@

A

@

A

 

〈
大
洗
郵
便
局
〉

シ
リ
ー
ズ
⑦ご
存
知
で
す
か4E
J一
拍
の
マ

じ
よ
う
ず
な
電
話
の
か
け
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本

か
け
る
前
に
電
話
番
号
を
健
か
め
て

番
号
を
確
か
め
ず
に
、
7
ろ
覚
、
え
で
ダ

イ
ヤ
ル
す
る
の
は
、
ま
ち
が
い
電
話
の

も
と
で
す
。
手
…
芯
に
必
ず
番
号
室
百
抜
帳

を
お
き
、
番
号
を
確
か
め
て
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

用
件
は
前
も
っ
て
整
理
し
て
お
く

タ
イ
ヤ
ル
し
て
か
ら
話
す
ヲ
」
と
を
考

え
る
の
は
非
能
率
で
す
。

つ
ぎ
の

6
つ
の
婆
素
を
メ
モ
し
て
お

く
と
会
話
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま
す
。

①
い
つ
②
ど
こ
で
③
だ
れ
が

④
な
に
を
⑤
な
ぜ
⑥
ど
の
よ
う

篭
話
に
イ
ラ
イ
ラ
セ
ツ
カ
チ
は
禁
物

相
手
が
お
話
し
中
の
と
き
は
、
い
っ

た
ん
お
切
り
下
さ
い
。

3
分
位
待
っ
て

か
ら
あ
ら
た
め
で
か
け
直
せ
ば
た
い
て

い
つ
な
が
り
ま
す
。
呼
出
土
日
も
山
田
程

度
は
聞
く
余
裕
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

相
手
は
電
話
機
の
そ
ば
ま
で
き
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〈
大
洗
電
報
電
話
局
〉
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守千F間主:)j三手r合i伝t 

f盈 子 復 子

百1 相 言11
本E 中目 言11

IW 
言11
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1i皆
する 害障
;指 す際 生 生生 満

1者る筈者1毒
j前 成 する!書翠 妊 満 生生

る害 f主 後後 人 婦 後f圭
歳 者者 歳 者者 24 7 2 歳 歳 病 者名市 及 言主 7 2 
児 で ノ!日じ て" カ 力カ 児 で 以 患、 で び 以 カカ

対
誕

機吉E 
t経

機目邑
月 月月 誕 機 上 者 機 fま 上 月月

生 主主 I I 生 古E 。〉 及 ム円包む 性 (1) I I 
日 関 日 回 48 8 3 日 @] 者 1.1' 間 者 8 3 

象
f旦 f旦 カ カ力

{言宣11 

島
{皇

時の5ぉ1間普号

カカ

達 司11 1峯+ 割| 月 月月 達 青空 言11 月月
し 京事 し 練 (l) (1)σ〉 し 練 住 t東 ♂〉♂〉

者
Tこ を た を 者 者者 fこ を 民 を 者者
者 必 者 必 日 必 ，16， 
要 要 要 望書
と と 者 と と

9 9 9 9 1 1 9 9 l 1 1 9 1 1 
'3玉三4乙叩

3時 3待 3時 3 s寺 2時 2時 3 自寺 3 s寺 2 s寺 2時 3 s寺 II時 2 s寺 2 s寺
付

自寺00 5寺30 員寺 00 持 30 時30 時 15 時00 時30 H寺30 E寺15 H寺00 時00 H寺30 H寺15 自寺
00分 00分 00分 00分 30分 15分 00分 00分 30分 J 5分 00分 30分 30分 15分

間
分 分 分 Jメ汽J、 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

子
宮
ガ
ン
集
菌
検
診
の
お
知
ら
せ

ー

、

対

象

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
お
歳
以
上
の
婦
人
(
検
診
人
員
削
名
)

2
、
日
時
及
び
場
所

7
月
9
臼
(
木
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

7
月
刊
日
(
金
)
大
賞
研
修
所
前

午
後
臼
時
半
よ
り
午
後
1
時
半
ま
で

3
、

料

金

-
人
8
0
0
円
(
こ
の
ほ
か
大
洗
町
が
7
0
0
円
を
負
担
し
ま
す
)

4
、
申
込
方
法
(
申
込
順
)

7
月
4
(
土
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
6
l
1
0
1
0
(
代
)

6
1
0
9
5
3
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

f 


